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安山岩の球状風化能登路1

七尾西湾に面した瀬嵐海岸はいかにも能整半島の内浦らしい穏やかな趣

をもっている.

潮の退いた幅狭い磯を伝って行くとその一角に大小の球状の突起が波

食面上に彼らんだ異様な光景に出あう.これは実はこの地域の海岸

をつくりている第三紀中新雌の安山砦の風化によって出来た形なのであ

る･このような球状構造は火1｣｣岩によくみられ枝状節理と板状節理

が期こある場合両節理面の割れ目に沿って風化作用が進み同心球の

集まリになるもので重ねぎの皮をはがした形とそっくリなところから

玉ねぎ状構造とふつう呼はれている.写真の一番人きい球の直経は約

50cmである｡(盛谷智之)�


